
安全歩道の供用を開始しました

　

　

　

仮排水トンネル工事

 下流側（H21.6時点）  上流側（H21.6時点）

仮排水路トンネル工事も始まり、当事業は益々本格化して参りました。
２１年度が始まり新しいメンバーで一丸となり、平成27年度完成に向けて努力して
参りますので、さらなるご支援とご協力をよろしくお願いします。

皆様と思川開発事業を結ぶネットワーク　　　2009年６月２日　第３０号

  河川の連携・地域をつなぐ明日への水　思川開発

独立行政法人水資源機構　思川開発建設所 〈南摩ダム完成予想図〉
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　平成21年度は南摩ダム本体工事および導水施設建設工事の着手にむ
けての準備工事を進めております。
　上南摩地区においては、ダム本体工事の準備工である仮排水トンネル
工事に3月に着手しました。仮排水トンネルとは、南摩ダム本体工事の施
工に先立ち南摩川の水を一時的に切り替えるための水路（トンネル）で
す。
　また、資機材等運搬用の工事用道路として現県道の拡幅・改良工事、
および付替県道工事も引き続き行っています。
　板荷地区・引田地区においては、導水施設建設工事に向けた準備工
として、資機材等運搬時における歩行者の安全対策工事（歩道の設置）
を行っています。
　今後とも地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

板荷地区安全対策工事

　平成22年度の導水施設建設工事着手に向け、県道を通行する工事用車両の増
加に伴う歩行者等の安全対策として、安全歩道を設置しました。
　安全歩道とは、既設用水路の改修及びそれら用水路に蓋掛けを行うことで安全
な歩道として活用していくものです。

　　　　　 独立行政法人 水資源機構
　　　　　思川開発建設所
　　　　 　〒322-0305　栃木県鹿沼市口粟野839-2
　　　　　 Tel(0289)85-1110　Fax(0289)85-1211
 　　　　  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttp://www.water.go.jp/kanto/omoigawa/index.html
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仮排水トンネル



南摩ダム場内工事用道路工事 大芦川工事用橋梁下部工工事

工事用車両の安全運転の取組み

「番号」と「番号の色」で工事が判別できます。

環境保全の取組みについて

　思川開発建設所では、豊かな生態系を維持するために、多様な動
植物の生息・生育環境の保全・創出に努めています。今回は、その
取り組みの一つである植物に対しての環境保全対策を紹介します。

　工事の実施やダムの湛水などにより影響をうけると判断された植物
（セツブンソウ、オオタマツリスゲなど）については、保全地を定め、生
息地の改変前に移植等を行い保全しています。
　また、事業による影響は小さいと考えられる植物についても、専門
家の指導・助言を得ながら、可能な範囲で移植等の保全を実施してお
り、これまでに約100種類の植物を移植しました。

　工事の実施前には、環境巡視を行
い、動植物の生息状況を確認すると
ともに、保全を対象とする種および
保全が必要と判断されたものについ
ては、必要な保全対策を実施してい
ます。

　 思川開発建設所では、これまでに実施してきた環境調査の結果を再整理
し、事業の実施に伴う影響予測・評価・保全対策などをとりまとめた「思川開
発事業における環境保全の取り組み」を公表しております。
　詳しい内容は思川開発建設所のホームページをご覧下さい。

思川開発事業の工事用車両には、責任を明確にすることや安全運転
意識の向上等を目的として、工事毎に番号を記載したマークを付け
て、日頃から、公道を走る際には法定速度の厳守や地元車優先な
ど、安全運転の徹底を指導しています。

セツブンソウ

環境巡視の状況

ヤワタソウの移植状況

　付替県道４号トンネル工事用道路工事

ヤワタソウ


